
ほんとに使いこなせてる？

対話型AIを使いこなす
秘策教えます。

ソリューション研究会 中日本

企業は生成AIをどう活用すべきか分科会
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はじめに

3

01



当分科会のメンバー紹介

4

氏名 会社名

片木 紳太郎 トヨタコネクティッド株式会社

戸根木 惇詞 日本電子計算株式会社

林 紀子 株式会社アシスト

田中 克裕 株式会社アシスト

芳村 大介 NDSソリューション株式会社

小林 愛司 株式会社メイテツコム

服部 靖 株式会社アルペン

今井 湧二 愛知時計電機株式会社

田岡 晃平 トヨタバッテリー株式会社

★：リーダー、☆サブリーダー

★

☆



当分科会のメンバー紹介

5

氏名 会社名

片木 紳太郎 トヨタコネクティッド株式会社

戸根木 惇詞 日本電子計算株式会社

林 紀子 株式会社アシスト

田中 克裕 株式会社アシスト

芳村 大介 NDSソリューション株式会社

小林 愛司 株式会社メイテツコム

服部 靖 株式会社アルペン

今井 湧二 愛知時計電機株式会社

田岡 晃平 トヨタバッテリー株式会社

営業系

企画系

★：リーダー、☆サブリーダー

★

☆

職種

サポート
センター系
（サポセン）

情報システム
（情シス）

：生成AI未経験（分科会発足時）



メンバー各社の共通状況

分科会発足時、生成AIを導入する前や導入したばかりの企業

6



メンバーの想い

7

この分科会の活動を通じて、

生成AIの利便性や効果を
実際に体感したい



私たちの環境変化

8

02



2030年までの日本の労働人口は7.9％減（2020年比）

9内閣府：令和6年版高齢社会白書

高齢化率
（65歳以上人口割合）

65歳以上人口を
15～64歳人口で支える割合



生成AIの導入が急速に進んでいる背景

企業が生成AIの導入を急ぐ大きな理由には、日本の労働人口減少
という深刻な問題が存在する。

10

減少が加速する労働人口

減らない仕事量

労働人口減少

少ない労働人口でも、今まで通り一人当たりのパフォーマンスや
アウトプットの質を向上させるする事が企業の課題

生成AIでカバー



生成AIの導入状況は微増（2021年～2023年の推移）

2023年＝34.0％
2021年＝28.4％

11

世間では生成AIの導入が話題になっているが、飛躍して伸びてはいない

IPA：「DX動向2024」進む取組、求められる成果と変革

5.6％



生まれる社内のギャップ

12

経営層 現場

とにかく
早急に導入して
効果を出せ

目的や具体的な
利用方法が明確に
示されていない



ギャップの原因

13

原 因

①生成AIの使い方がわからない

②生成AIを使った効果がわからない

③何をどこまで使ってよいかわからない



ギャップを埋めるには

14

対 策

①生成AIの使い方がわからない
⇒生成AIの使い方を整理

②生成AIを使った効果がわからない
⇒利用シーンの提案と効果を見える化

③何をどこまで使ってよいかわからない
⇒利用時のルールを整備



当分科会の研究テーマ

15

初心者でも文章生成AIを有効に利用する方法



生成AIとは

16

03



17

まず AI の種類と特徴
についてご説明します



AI の種類と特徴

18

AI
（Artificial Intelligence＝人工知能）

ルールベース 機械学習

エキスパート
システム

自己回帰モデル

時系列データ予測
（株価、天気予報など）

ニューラルネットワーク

ディープラーニング

Transformer

GPT
(Generative Pre-trained Transformer)

BERT
(Bidirectional Encoder 

Representations from Transformers)

文章生成AI

画像生成 AI

動画生成 AI

音楽生成 AI

注釈）下記の内容に情報を追加して分科会で図を作成

• https://www.ipa.go.jp/jinzai/ics/core_human_resource/final_project/2024/generative-ai-guideline.html
• GUGA 公認生成 AI パスポートテキスト&問題集

https://www.ipa.go.jp/jinzai/ics/core_human_resource/final_project/2024/generative-ai-guideline.html


1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010 2020

AI の歴史と進展

19

注釈）下記の内容に情報を追加して分科会で図を作成

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h28/html/nc142120.html

第1次
AI ブーム

冬の
時代

第2次
AI ブーム

冬の
時代

第3次 AI ブーム

1956年～

AI

ルールベース

機械学習

ニューラルネットワーク 2006年～

ディープラーニング

2018年

BERT

2017年

Transformer

2018年～2023年

GPT - 1 ～ 4

https://www.soumu.go.jp/johotsusintokei/whitepaper/ja/h28/html/nc142120.html


人間がコンピュータと対話し作業を指示する時代に

20

生成AI

〇〇をしてください
文章

動画 画像 音声

指示



文章生成 AI への指示

21

人間の意図通りに

コンピュータに

作業をしてもらうための

指示が必要

含めたい 4 項目

1.目標：What

2.目的(理由)と役割：Why

3.アウトプットイメージ：How

4.参照する元ネタ(情報源)：Which



文章生成 AI への指示

22

含めたい 4 項目

何を生成して

ほしいのか？

“提案資料の骨子を
作成してください…”

“スライド6枚程度”

1.目標：What

2.目的(理由)と役割：Why

3.アウトプットイメージ：How

4.参照する元ネタ(情報源)：Which

What



文章生成 AI への指示

24

含めたい 4 項目

1.目標：What

2.目的(理由)と役割：Why

3.アウトプットイメージ：How

4.参照する元ネタ(情報源)：Which

なぜ生成するのか？

生成 AI の役割は？

“クライアントに…の
採用を提案するため”

“あなたはプロの
営業マンです”

Why



文章生成 AI への指示

26

含めたい 4 項目

1.目標：What

2.目的(理由)と役割：Why

3.アウトプットイメージ：How

4.参照する元ネタ(情報源)：Which

どのようなトーンで

生成するか？

“30分で伝える内容”

“子供でも分かる表現”

“簡潔かつ明確な文章”

How



文章生成 AI への指示

28

含めたい 4 項目

1.目標：What

2.目的(理由)と役割：Why

3.アウトプットイメージ：How

4.参照する元ネタ(情報源)：Which

どの情報源から

生成するか？

“以下の〇〇から”

“添付ファイルから”

Which



プロンプトの効果

30

太陽エネルギーと風力エネルギーに注目し
て、最近の再生可能エネルギー技術の進歩
について説明する文章を書いてください。
この文章の読者は小学生です。

02
再生可能エネルギー技術の進歩について書
いてください。

01

引用・参照）

Microsoft Learn「Microsoft 365 Copilot を最適化し、拡張する」ユニット 5/8「プロンプトのベストプラクティスを確認する」
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices

VS

目標のみ 目標+目的+
アウトプットイメージ

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices


プロンプトの効果

31

再生可能エネルギー技術の進歩について書いてください。

01

引用・参照）

Microsoft Learn「Microsoft 365 Copilot を最適化し、拡張する」ユニット 5/8「プロンプトのベストプラクティスを確認する」
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices

綺麗に出来ている？

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices


プロンプトの効果

32

再生可能エネルギー技術の進歩について書いてください。

01

引用・参照）

Microsoft Learn「Microsoft 365 Copilot を最適化し、拡張する」ユニット 5/8「プロンプトのベストプラクティスを確認する」
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices


プロンプトの効果

33

再生可能エネルギー技術の進歩について書いてください。

01

引用・参照）

Microsoft Learn「Microsoft 365 Copilot を最適化し、拡張する」ユニット 5/8「プロンプトのベストプラクティスを確認する」
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices


プロンプトの効果

34

再生可能エネルギー技術の進歩について書いてください。

01

引用・参照）

Microsoft Learn「Microsoft 365 Copilot を最適化し、拡張する」ユニット 5/8「プロンプトのベストプラクティスを確認する」
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices

新しい項目が増えている！

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices


プロンプトの効果

35

再生可能エネルギー技術の進歩について書いてください。

01

引用・参照）

Microsoft Learn「Microsoft 365 Copilot を最適化し、拡張する」ユニット 5/8「プロンプトのベストプラクティスを確認する」
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices


プロンプトの効果

36

再生可能エネルギー技術の進歩について書いてください。

01

引用・参照）

Microsoft Learn「Microsoft 365 Copilot を最適化し、拡張する」ユニット 5/8「プロンプトのベストプラクティスを確認する」
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices

出力結果が
安定しない

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices


プロンプトの効果

37

太陽エネルギーと風力エネルギーに注目して、最近の再
生可能エネルギー技術の進歩について説明する文章を書
いてください。 この文章の読者は小学生です。

02

引用・参照）

Microsoft Learn「Microsoft 365 Copilot を最適化し、拡張する」ユニット 5/8「プロンプトのベストプラクティスを確認する」
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices

目的に沿った結果

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices


プロンプトの効果

38

太陽エネルギーと風力エネルギーに注目して、最近の再
生可能エネルギー技術の進歩について説明する文章を書
いてください。 この文章の読者は小学生です。

02

引用・参照）

Microsoft Learn「Microsoft 365 Copilot を最適化し、拡張する」ユニット 5/8「プロンプトのベストプラクティスを確認する」
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices

1回目と同じ項目で
出力されている

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices


プロンプトの効果

39

太陽エネルギーと風力エネルギーに注目して、最近の再
生可能エネルギー技術の進歩について説明する文章を書
いてください。 この文章の読者は小学生です。

02

引用・参照）

Microsoft Learn「Microsoft 365 Copilot を最適化し、拡張する」ユニット 5/8「プロンプトのベストプラクティスを確認する」
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices 安定した結果が

出力されている

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices


プロンプトの効果

40

太陽エネルギーと風力エネルギーに注目して、最近の再
生可能エネルギー技術の進歩について説明する文章を書
いてください。 この文章の読者は小学生です。

02

引用・参照）

Microsoft Learn「Microsoft 365 Copilot を最適化し、拡張する」ユニット 5/8「プロンプトのベストプラクティスを確認する」
https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices

安定した結果が
出力されている

https://learn.microsoft.com/ja-jp/training/modules/optimize-and-extend-microsoft-365-copilot/5-review-prompting-best-practices


文章生成 AI への指示

42

人間の意図通りに

コンピュータに

作業をしてもらうための

指示が必要

含めたい 4 項目

1.目標：What

2.目的(理由)と役割：Why

3.アウトプットイメージ：How

4.参照する元ネタ(情報源)：Which



アシストブックの
ココがすごい

43

04



とはいっても・・・その１

44

自分の聞きたいことを
理論に合わせた

プロンプト（指示）を
書くのは意外に難しい



とはいっても・・・その２

巷に溢れるプロンプト例、

自分の業務内容だと合わず

欲しい回答が得られない！

45



私たち、進化してる？

生成AIの進化は凄いのに、私たちが進化できていない？

46



このままでいくと

分からなくて何も進化しないまま、ずるずると初心者状態のまま

47

簡単に進化して初心者脱却したい！



初心者を脱却するために

初心者脱却をこのように定義しました

48

文章生成AIを

自ら積極的に活用する



そのために必要なもの

初心者が短い時間 で理解 できるもの

49

理論

プロンプトの書き方

利用時の最低限ルール



これらを取り入れた 唯一のツール 作りました

50



アシストブックの構成

51

3つの観点で
構成



アシストブックの概要

52



アシストブックの概要

53

目的

文章生成 AI を「うまく使えない」から「使いこなせ
る」へとステップアップすること

目的



アシストブックの概要

54

文章生成 AI を使ったことがない方
文章生成 AI を使ってみたものの思ったような結果が
得られなかった方

対象者



アシストブックの概要

55

文章生成AI を使える環境であること

前提条件



アシストブックの構成

56



57



58

4つの要素
＝理論



59



アシストブックの構成

60



61



アシストブックの構成

62



63



64



65



66



67



68

そのまま使ったり、
自分の業務に合わせて

修正



69

左のプロンプト例の
出力結果を記載しているため、

イメージがしやすい



70



71

プロンプトを使った
効果が分かる！



デモンストレーション

72



デモ①

73



デモ①ケース

A株式会社のY様へ謝罪のメールを送りたい！！

74



デモ①ケース

昨日予定されていたWEB会議をすっぽかしてしまった！

75

こんな時
何を伝えたらいい？

まずは謝罪



76



77

今回自分がやりたいこと（謝罪メールの作成）
に書き換え

プロンプト例 変更後



動画埋め込み
プロンプト出力

78



出力結果の説明

79

件名: 【お詫び】昨日のWEB会議について
Y様お世話になっております。○○（あなたの名前）です。

昨日予定しておりましたWEB会議に参加できず、大変申し訳ございませんでした。
私の不手際により貴重なお時間を無駄にしてしまったことを深くお詫び申し上げます。

改めて日程を調整させていただければと思います。
ご都合の良い日時をお知らせいただけますでしょうか。

このたびはご迷惑をおかけし、誠に申し訳ございませんでした。
何卒よろしくお願いいたします。

――
○○（あなたの名前）
△△株式会社（会社名）
メール: xxx@xxx.com



出力結果の説明

80

件名: 【お詫び】昨日のWEB会議について
Y様お世話になっております。○○（あなたの名前）です。

昨日予定しておりましたWEB会議に参加できず、大変申し訳ございませんでした。
私の不手際により貴重なお時間を無駄にしてしまったことを深くお詫び申し上げます。

改めて日程を調整させていただければと思います。
ご都合の良い日時をお知らせいただけますでしょうか。

このたびはご迷惑をおかけし、誠に申し訳ございませんでした。
何卒よろしくお願いいたします。

――
○○（あなたの名前）
△△株式会社（会社名）
メール: xxx@xxx.com

最初に謝罪

他にも追記してほしい
という部分で追加してくれた内容



デモ②

81



デモ②ケース

胃がキリキリするスケジュール遅延の緊急報告

82

今後について遅延理由



83



84

遅延報告のアジェンダ作成
説明資料の骨子作成

に書き換え

プロンプト例 変更後



動画埋め込み
プロンプト出力

85



出力結果の説明

86

アジェンダ（30分間の会議）
1.プロジェクト進捗状況の報告（5分）
・現在の進捗率
・遅延状況の概要

2.遅延の要因分析（7分）
・リソース不足の具体的な内容
・要件変更の影響範囲

3.対策案の提示（7分）
・リソース追加の可能性
・スコープ調整の検討

4.全体スケジュールの調整案（7分）
・現行スケジュールと変更案の比較
・リスク評価

5.質疑応答・次のアクション確認（4分）
・意見交換
・具体的な対応策の決定

説明資料の骨子（ドラフト）
1.プロジェクト概要
・目的・目標
・現在の進捗状況（予定 vs 実績）

2.遅延の詳細
・遅延日数・影響範囲
・遅延の主な要因

リソース不足（具体的なリソースと不足内容）
要件変更（変更点と影響）

3.対策案
・リソース確保の可能性（外部委託、増員など）
・要件調整（優先度変更、削減可能な範囲など）

4.スケジュールの調整案
・現行スケジュールと修正案
・変更によるメリット・デメリット
・主要マイルストーンの変更

5.次のステップ
・決定すべき事項
・アクションプラン（誰が、いつまでに何をするか）



出力結果の説明
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アジェンダ（30分間の会議）
1.プロジェクト進捗状況の報告（5分）
・現在の進捗率
・遅延状況の概要

2.遅延の要因分析（7分）
・リソース不足の具体的な内容
・要件変更の影響範囲

3.対策案の提示（7分）
・リソース追加の可能性
・スコープ調整の検討

4.全体スケジュールの調整案（7分）
・現行スケジュールと変更案の比較
・リスク評価

5.質疑応答・次のアクション確認（4分）
・意見交換
・具体的な対応策の決定

説明資料の骨子（ドラフト）
1.プロジェクト概要
・目的・目標
・現在の進捗状況（予定 vs 実績）

2.遅延の詳細
・遅延日数・影響範囲
・遅延の主な要因

リソース不足（具体的なリソースと不足内容）
要件変更（変更点と影響）

3.対策案
・リソース確保の可能性（外部委託、増員など）
・要件調整（優先度変更、削減可能な範囲など）

4.スケジュールの調整案
・現行スケジュールと修正案
・変更によるメリット・デメリット
・主要マイルストーンの変更

5.次のステップ
・決定すべき事項
・アクションプラン（誰が、いつまでに何をするか）

アジェンダと
説明資料の骨子
が出力された



出力結果の説明
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アジェンダ（30分間の会議）
1.プロジェクト進捗状況の報告（5分）
・現在の進捗率
・遅延状況の概要

2.遅延の要因分析（7分）
・リソース不足の具体的な内容
・要件変更の影響範囲

3.対策案の提示（7分）
・リソース追加の可能性
・スコープ調整の検討

4.全体スケジュールの調整案（7分）
・現行スケジュールと変更案の比較
・リスク評価

5.質疑応答・次のアクション確認（4分）
・意見交換
・具体的な対応策の決定

説明資料の骨子（ドラフト）
1.プロジェクト概要
・目的・目標
・現在の進捗状況（予定 vs 実績）

2.遅延の詳細
・遅延日数・影響範囲
・遅延の主な要因

リソース不足（具体的なリソースと不足内容）
要件変更（変更点と影響）

3.対策案
・リソース確保の可能性（外部委託、増員など）
・要件調整（優先度変更、削減可能な範囲など）

4.スケジュールの調整案
・現行スケジュールと修正案
・変更によるメリット・デメリット
・主要マイルストーンの変更

5.次のステップ
・決定すべき事項
・アクションプラン（誰が、いつまでに何をするか）

５つの項目に絞って
出力された

項目毎に目標時間も記載



出力結果の説明
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アジェンダ（30分間の会議）
1.プロジェクト進捗状況の報告（5分）
・現在の進捗率
・遅延状況の概要

2.遅延の要因分析（7分）
・リソース不足の具体的な内容
・要件変更の影響範囲

3.対策案の提示（7分）
・リソース追加の可能性
・スコープ調整の検討

4.全体スケジュールの調整案（7分）
・現行スケジュールと変更案の比較
・リスク評価

5.質疑応答・次のアクション確認（4分）
・意見交換
・具体的な対応策の決定

説明資料の骨子（ドラフト）
1.プロジェクト概要
・目的・目標
・現在の進捗状況（予定 vs 実績）

2.遅延の詳細
・遅延日数・影響範囲
・遅延の主な要因

リソース不足（具体的なリソースと不足内容）
要件変更（変更点と影響）

3.対策案
・リソース確保の可能性（外部委託、増員など）
・要件調整（優先度変更、削減可能な範囲など）

4.スケジュールの調整案
・現行スケジュールと修正案
・変更によるメリット・デメリット
・主要マイルストーンの変更

5.次のステップ
・決定すべき事項
・アクションプラン（誰が、いつまでに何をするか）

項目毎に
大まかな内容も出力



出力結果の説明
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アジェンダ（30分間の会議）
1.プロジェクト進捗状況の報告（5分）
・現在の進捗率
・遅延状況の概要

2.遅延の要因分析（7分）
・リソース不足の具体的な内容
・要件変更の影響範囲

3.対策案の提示（7分）
・リソース追加の可能性
・スコープ調整の検討

4.全体スケジュールの調整案（7分）
・現行スケジュールと変更案の比較
・リスク評価

5.質疑応答・次のアクション確認（4分）
・意見交換
・具体的な対応策の決定

説明資料の骨子（ドラフト）
1.プロジェクト概要
・目的・目標
・現在の進捗状況（予定 vs 実績）

2.遅延の詳細
・遅延日数・影響範囲
・遅延の主な要因

リソース不足（具体的なリソースと不足内容）
要件変更（変更点と影響）

3.対策案
・リソース確保の可能性（外部委託、増員など）
・要件調整（優先度変更、削減可能な範囲など）

4.スケジュールの調整案
・現行スケジュールと修正案
・変更によるメリット・デメリット
・主要マイルストーンの変更

5.次のステップ
・決定すべき事項
・アクションプラン（誰が、いつまでに何をするか）

左右
同じような項目

説明時に必要な情報



デモンストレーション
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ここで疑問

92

実際の業務で
本当に使える？



参加メンバーの社内で検証

メンバーおよび社内協力者で実際に利用してもらい、

約3週間、どんな効果があるかをアンケート調査

93

検証参加者数

40人
アンケート有効回答数：36人



効果の検証

94

05



検証の協力者の業務内訳

ご自身の業務の内容に近いものを選択してください

95



よく使われたプロンプト集は？

活用したプロンプト集を選択ください

96



使えそうかな？適用度はどうですか

実際の業務への適用度をパーセントで教えてください。

97



利用頻度の向上は？

98

プロンプト集の利用前

■毎日 ■週に3回以上 ■週に1回以上
■月に1回以上 ■数回使ったことがある ■使ったことがない

利用頻度は
上昇

プロンプト集の利用後



生成AIを使って業務時間は変わった？

99

平均45 ％

業務時間が削減



総括・まとめ

100

06



検証結果より

101



検証結果より

102

今後の
業務効率化に

文章生成 AIは
有効！



検証結果より
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今後の
業務効率化に

文章生成 AIは
有効！

文章生成AIの
活用促進に

アシストガイド
ブックは有効！



私たちからのご提案

104

文章生成 AI 利用に

アシストブックを活用してみませんか？



さあ、今すぐダウンロード

105


